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１年生　第３セッション

なぜそう思ったの？

所要時間
50分

目的
１．自分の感情は何が原因で起こったかを考えさせる。

２．クリティカル･シンキングの3つのステップを踏んで、物事を冷静に分析できるようにさせる。

準備するもの

□フラッシュカード(「クリティカル・シンキング」「物事をていねいに考え、判断すること」「ストップ＆シンク！」「コツ1．自分が目で見ていること、起こったことを書き出す」「コツ2．自分の感情をかき乱していると考えられることを書き出す」「コツ3．自分の感情をかき乱していると考えられることとは反対のことを書き出す」「事実箱」「思い込み・推測箱」)
□ポスター①「1年生ピアの目標」

□模造紙①「クリティカル･シンキングの3つのステップ」（第2セッション模造紙①）
□模造紙②「今日のテーマ・目標・学習の流れ」
□提示用プリント①「課題の場面」
□提示用プリント②1-3（文章ごとに切り、フラッシュカードにする）
□プリントＡ「問題を分析してみよう！」（B4、生徒数）
□第3回まとめプリント（第3回振り返り用紙と両面印刷、生徒数）
□第3回振り返り用紙（第3回まとめプリントと両面印刷、生徒数）
般化維持プログラム　　　　　　　　　

□チャレンジ・プリント1，2（生徒数）

□中学校1年生ピアピア新聞第3号（生徒数）

生徒の持ち物

□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　　 

□筆記用具

	活動項目

(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	生徒の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習(6分)

	言葉と目標の復習(5/5)

導入(１/6)

	· 今日は「ピア・サポート」の3回目の授業です。はじめに、これまで学習してきた3つの大事なことを復習します。

1．1年生のピアの目標はなに？

・1つ目は、中学校1年生で学習するピア･サポートの目標です。目標の言葉を言えますか？

· そうです。あそこにも貼ってあります。みんなで読みましょう。

→(一斉に音読させる)「クリティカル･シンキングができるようになろう！」
· クリティカル･シンキングとはどんな意味でしたか？
· 「物事をていねいに考え、判断すること」という意味でした。
2．クリティカル･シンキングの心構えの言葉
･2つ目はそのクリティカル･シンキングをするときの「心構えの言葉」です。どんな心構えの言葉がありましたか？
・「ストップ＆シンク！」、つまり、「立ち止まって、考えよう！」でしたね。
· クリティカル･シンキングには、3つのステップがありま、そのすべてにおいて、「ストップ&シンク」のキーワードが役立ちます。
3．クリティカル･シンキング3つのステップ

・最後の3つ目は、クリティカル･シンキングの3つのステップです。
・この表を、ステップ1から順に、みんなで大きな声で読んでみましょう。

＊模造紙①は以下の□部分をあらかじめマスクカード（色のついた紙などで隠しておく）をつけておく。
クリティカル･シンキングの３つのステップ

ステップ1：行動する前に、自分がどんな感情か考える

ステップ2：その感情は、どんなことによって起こったかを考える

ステップ3：そのことを、「事実」と「思い込み･推測」に分ける
· 前回の授業では、ステップ3を学び、練習問題でことを「事実」と「思い込み･推測」に分けましたね。そして、世の中には「思い込み・推測」が多いことを知りました。

· 今日はその前の2つのステップ、ステップ1,2について学習します。

	　
「クリティカル･シンキング」「クリティカル･シンキングができるようになろう！」
「物事をていねいに考え、判断すること」
「ストップ＆シンク」


	●（あらかじめ掲示）ポスター②「1年生ピアの目標」

●フラッシュカード「クリティカル・シンキング」「物事をていねいに考え、判断すること」
◇フラッシュカード提示

●フラッシュカード「ストップ＆シンク」
◇フラッシュカード提示

●模造紙①｢クリティカル･シンキングの3つのステップ｣(ステップのキーワードにマスク・カードを貼っておく)
◇模造紙の掲示

◇マスク･カードをはがす


	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(2分)

	説明(2/8)
	1．今日のテーマと目標
· ここで今日のテーマと目標を発表します。こちらを見ましょう。
テーマ：「なぜそう思ったの？」

目標：「感情とその原因となることを探ってみよう」 
2．今日の学習の流れの説明
・では、今日の学習の流れを説明します。

· ①「復習」のところは終わりました。今は、②「今日の学習の説明」をしています。

· これから③活動「なぜそう思ったの？」に進みます。今日の焦点はクリティカル･シンキングのステップ1と2です。そのことを練習します。
・最後に④「まとめ」をして、⑤「振り返り用紙」に感想を書いて終わりです。


	
	●模造紙②「今日のテーマ・目標・流れ」

◇模造紙の提示



	3.活動「なぜそう思ったの？」（32分）


とを考えて書き

	す。


	· コツ2では、腹が立つことや悔しいことばかりが多くなってしまいます。そこでその逆のよい可能性についても考えてみるようにします。プリントの③はその例です。
· このようにすると、思いもよらない発見や発想が生まれてくるかもしれません。

· もちろん、ここで考えていることも、その多くは「思い込み・推測」かもしれません。しかし、それでも、よいのです。とにかくいろいろな可能性が思いつけるようになることが大切です。その理由は、あとで話します。
5．ステップ2の練習
· では、ステップ2をします。感情の原因を考えましょう。ただし1人ではなかなか思いつかないでしょうから、小グループに分かれて、話し合うことにします。お互いに意見を出し合いましょう。制限時間は15分間です。15分ありますから、終わったら、ステップ3に進んでかまいません。
· 話し合いをするときには、上手な自己主張の仕方に気をつけましょう。自分ばかりが話したり、周りの人にばかりに話させたりしないで、お互いに意見を出し合うようにします。

· では、机を動かして。活動を始めましょう。
6.全体シェアリングによるステップ3の活動 
· （様子を見て）では、終わりにして椅子ごと前を向きましょう。

・これから、みなさんの意見を聞きながら、ステップ3をします。
· その前に、私が出した3つのことが、どちらの箱に入るか分類してみます。

· 1つ目の「①Cさんが、今、街にいる。」は事実ですか？思い込み・推測ですか？
· そうです。これは「事実」です。この絵のCさんは、みんなが見て確かめられることです。
· では、2つ目の「②Cさんは、自分ではなくDさんを遊び相手に選んだ。」はどうでしょうか。
· これは「思い込み・推測」ですね。CさんがDさんを選んだかどうかは、Cさんに聞いてみないとわからないからです。
· 3つ目の「③Cさんは、Dさんに強引に（無理やり）誘われている。」はどうでしょうか。
· これも「思い込み・推測」です。もし、本当だったらCさんを悪者にしなくてすみますが、それも本人に確認しなければわかりませんね。
· ①は「事実箱」に入り、②③が「思い込み・推測箱」に入ります。
· では、みなさんの番です。これら以外にはどんなことが考えられたでしょうか？ 
· まず、「思い込み・推測箱」から考えてみます。どんなことを入れたか発表しましょう。
→数グループを指名し、思い込み・推測箱に入れられることをあげさせる。そのときにコツの2を使ったのか③を使ったのか触れられるとよい。また、生徒の発表に誤りがあれば、全体で議論させる。
回答例
○Cさんは、自分を裏切った（コツ2使用）。

○Cさんは、自分よりDさんが好き（コツ2使用）。

○Cさんは、嘘をついた（コツ2使用）。

○Cさんは、嫌なやつだ（コツ2使用）。
○CさんとDさんは、私へのプレゼントを購入しに来ている（コツ3使用）。
○CさんとDさんは、偶然そこで会っただけ（コツ3使用）。

・この前学習したように「思い込み・推測箱」には、たくさんのことが入ります。考えれば考えるほど、いくらでも可能性が考えられるからです。

· しかし、この「思い込み」や「推測」は悪いことだけとは限らないことに気がついた人がいるかと思います。これらの「思い込み」や「推測」の中には、自分の感情を楽にできるようなものがありませんか？この「思い込み」や「推測」を考えることができたら、ちょっと楽になれそうだなと思うものはありませんか？
· そうですね。（生徒から出たよい意見を採用し、他に適切なものがあればそちらを例にして、説明）例えば、「CさんとDさんは、私へのプレゼントを買いにきた」「CさんとDさんは、偶然そこで会っただけ」などと思いつけたら、それは、自分の気持ちを落ち着かせてくれそうですね。
· 「思い込み」や「推測」というのは、大抵悪い方へ偏りがちです。しかし、よい「思い込み」や「推測」も考えつくと心のバランスが元に戻ります。バランスをとることは、その後のあなたの行動を決めていく上で、とても大事なことです。

・こうしたよい「思い込み」や「推測」をひらめくために、まずはより多くの可能性を思いつけるようになることが大切なのです。

· では次に「事実箱」に進みます。ここに入るものは何ですか？見つけたグループはありますか？
→上手く出ない場合には、再び議論の時間をとる。

回答例

○自分と、Cさんと、Dさんが、街にいる（コツ1使用）。

○自分が街でCさんとDさんが一緒にいるところを見た（コツ1使用）。

○自分は昨日まで、Cさんと一緒に遊ぶ約束をしていた（コツ1使用）。

○（出なければ、こちらからでも抑えたい回答）Cさんが遊べなくなった理由を聞いていない（コツ1使用）。

· やはり、「事実」というのは少ないですね。でも、その少ない「事実」だからこそ、きちんと押さえておくことが大切です。

7．活動のまとめ
· 感情が乱れているな、と思ったら｢ストップ＆シンク！｣、落ち着いて、ていねいに考えて、判断すること。それから行動に移すようにしましょう。


	名前を記入する

プリント記入
発表
机を動かす

活動する
机を元に戻す

「事実」
「思い込み・推測」
「思い込み・推測」
発表する

発表する


	●プリントＡ「なぜそう思ったの？」
◇プリントＡの配付
●提示用プリント①「課題の場面」
◇プリントを配付している間に提示用プリントを黒板に提示
●お助けカード

◇活動の補助

◇板書

●提示用プリント②1-3「①Cさんが、今、街にいる。」「②Cさんは、自分ではなくりDさんを遊び相手に選んだ。」「③Cさんは、Dさんに強引に（無理やり）さそわれている。」
◇提示用プリントの提示

●フラッシュカード「コツ1．自分が目で見ていること、起こったことを書き出す」
「コツ2．自分の感情をかき乱していると考えられることを書き出す」
「コツ3．自分の感情をかき乱していると考えられることとは反対のことを書き出す」
◇フラッシュカード提示
◇活動の補助

●フラッシュカード「事実箱」「思い込み･推測箱」
◇フラッシュカード提示（生徒の活動中に掲示しておく）
◇提示用プリント②1-3を動かす
◇板書
◇板書


	

	4.まとめ(3分)

	まとめ(3/47)
	· それでは、今日の授業のまとめです。第3回まとめプリントを配ります。
→まとめプリントを読み上げながら、空欄にキーワードを埋めさせていき、授業のまとめを行う。


	プリント記入
	●第3回まとめプリント/第3回振り返り用紙
◇第3回まとめプリント配付



	5.振り返り用紙の記入(4分)

	振り返り用紙の記入と回収、次回の予告(3/50)
	· 最後に、振り返り用紙を書きます。プリントを裏返して、今日の授業で、感じたことを書きましょう。

・次回は、　月　日です。次の授業では、「事実」と「思い込み・推測」に分けたけれども、その中でやっぱりもやもやするもの、気になることについて、直接、本人と話して、事実を追求してみる方法を学習します。


	振り返り用紙記入、提出
	◇第3回まとめプリント/第3回振り返り用紙回収





板書計画（案）
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物事をていねいに考え、判断すること
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提示①





感情語の板書














　　　　　　　　　　　





ストップ＆シンク





クリティカル･シンキングができるようになろう！
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